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ヒューマンエラーによるクリーニング事故
撲滅のための自動分配機導入

▲

紛失事故の撲滅

▲

賠償交渉担当者の精神的負担の軽減

▲

顧客との信頼関係の構築

ものづくり技術
CRAFT 白星社クリーニング 株式会社　丨　事業分野：洗濯業　技術分野：情報処理・製造環境　丨　設備投資

［事業計画名］

　クリーニング仕分け時のヒューマンエラーをなくすため、自動分配装置とコンベアーによって仕分けを自動
化。生産性が向上するとともに紛失事故が3分の1に低減した。さらなる顧客満足を目指してIoTを積極推
進している。

　クリーニング業において起こる事故としては破損や色落ちなどがあるが、最も大きなクレームとなるのが
紛失事故である。お客さまからの信頼を損ない、かつ解決が非常に難しい事案になるため、可能な限り避
けたいと以前から試行錯誤していた。紛失事故の原因を調べていくと、クリーニング後の商品を店舗へ配送
する際に間違いが起こる可能性が高いと分かった。更に、誤配送の原因は配送前の仕分け段階にあり、仕
分け担当者が小さな紙の札に記載されている店番号を見て手作業で行う仕分け作業において、ヒューマン
エラーが発生していると推測された。そこで、仕分け作業を機械化して間違いが起こらないようにできない
かを検討した。

　バーコードによって判別された商品が自動的に店舗毎に並
ぶような仕組みができれば、ヒューマンエラーがなくなり紛
失事故を撲滅できると考えた。しかし、そのような仕組みを
作るためには工場の面積が全く足りず、本事業の前に工場レ
イアウトの大幅な改造が必要であった。具体的には、１階が
主に洗浄工程、２階が主に仕上げ工程となっていた加工現場
を全て１階に集約し、車で20分の位置にあった倉庫も統合し
て２階を自動分配装置と商品の保管倉庫にするというもので
あった。
　そこで、洗浄機１台、水洗い洗浄機１台、ドライ乾燥機１台
を廃棄することで面積の確保を行った。事前の計算により機
械を順序良く稼働させれば工場生産性に問題はない事が判
明はしていたが、従業員からは反対の声もあった。問題点を
洗い出し、それを一つ一つ解決しながら事業を遂行していっ
た。
　結果、レイアウトを変更し本事業の自動分配機を導入した
ことによる問題は発生しなかった。また、以前は熟練でなけ

家庭・法人を対象にしたクリーニング全般、シミ抜き、特殊
加工、特殊洗浄、コンシェルジェサービス

　スタッフのユニフォームには、背中に「日本一の品質を目指
して！」と書かれており、この言葉を背負ってみんな仕事をし
ています。当社は1922年に創業して以来約90年、常に日本
一良い仕事をする会社を目指して日々研鑽してきました。低価
格や短納期を目玉にするクリーニング会社とは一線を画し、
あくまでも品質にこだわって、当社にしかできないプロの仕事
を提供しています。
　今回の事業である仕分けの自動化によって、紛失事故は減
少しましたが、まだ0ではありません。これを０にするには、
取次店でのお預かりから工場の入庫・出庫、お客様への引き
渡しまで、ＩＴを用いて一元管理することが必要です。クリー
ニング業界でこれを実現している会社はなく、当社が第1号と
なるべく取り組んでいます。本事業でのシステムを発展させ、
需要予測・人員管理なども含めトータルで管理できるシステム
を構築する計画です。
　少子高齢化によりクリーニング業界も厳しい状況です。今
後は出店強化や法人との提携などで、受注の拡大を図ってい
く予定です。できない理由を探すのでは
なく、「どうやったらそれができるか」を
考え、一つ一つ問題を解決して目指す方
向へ近づいていきます。

取り組みの背景

導入した自動分配装置 

取り組みの目標

取り組み内容 れば仕分けできなかった作業もバーコードを読ますだけで簡
単になり、誰でもできるようになった。

綿密な事業
シミュレーション

POINT
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紛失事故の減少と
生産性アップ

POINT

2

　本事業遂行と同時に行われる工場集約化によって、洗浄機
および乾燥機の減少と作業面積の減少が不可欠となってしま
う。ピーク時の月間受注量を基に、設備と面積が減少した後
の処理能力を綿密に計算し、従来通りの稼働が可能かどう
かを判断した。

　仕分けを自動化することで、紛失事故が大幅に減少、賠
償金額は半分程度になった。また、車で約20分の位置にあっ
た倉庫を工場へ集約することで、作業効率が格段に向上し
た。さらに、スタッフ同士のコミュニケーションも密になりチー
ム力向上につながった。
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事業内容

ドライ洗浄機、水洗い洗浄機、石油系ドライ用乾燥機、万能
プレス機、人体仕上げ整形機、万能シミ抜き機

所 在 地 〒657-0041 兵庫県神戸市灘区琵琶町
 ３丁目１番１７号
T  E  L 078-861-1172 
設　　立 1922年 ４月
代 表 者 代表取締役 石井 大
従業員数 124人（平成２８年６月現在）
 ※パート・アルバイト含む
資 本 金 10,000千円
E-mail info@hakuseisha.com
U  R  L http://www.hakuseisha.com/

主要生産設備

同社の強み

約90年の事業経験の中で培った、
品質を維持するための技術・ノウハウと

その継承

「どうやったらできるか」を考え、
　　　　　日本一の品質を目指す。

代表取締役
石井  大氏

〈従来工程〉 〈新規工程〉


